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◇    ◇    ◇  
開          会 

 
午後２時４７分 開会  

 
〇議長（高田重信 君）  

た だ いま から 、 令和 ８ 年２ 月 富 山地 区 広域 圏事 務 組合 議 会定 例会を

開会いたします。  
 
 

◇    ◇    ◇  
開          議 

午後２時４７分 開議  
 
〇議長（高田重信 君）  

会議を開きます。  
本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。  

 
 

◇    ◇    ◇  
議 席 の 指 定 

 

 

〇議長（高田重信 君）  
これより、日程第１ 議席の指定を行います。  

 今 回、 新た に当選 さ れま した 滑川市 選 出の  竹 原 正 人  君 、同 じく

尾 崎  照 雄 君、立 山 町選 出の  平井  久秋  君 、同じ く 堀田  努  君

の 議 席に つき まして は 、会 議規 則第４ 条 第２ 項の 規定に よ り、 議長 にお

い て 、お 手元 に配布 し てあ りま す組合 議 会議 員議 席表の と おり 、指 定い

たします。  
 
 

◇    ◇    ◇  
会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

 

〇議長（高田重信 君）  
これより、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。  
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会 議 規 則 第 ９ ６ 条 の 規 定 に よ り 、 会 期 中 の 会 議 録 署 名 議 員 に 、 ５ 番  

髙 田  真 里 君、８ 番  竹 原 正人 君 、１ ５番  松谷  英真  君 を指

名いたします。  
 
 

◇    ◇    ◇  
会  期  の  決  定 

 
○議長（高田重信 君）  
 次に、日程第３ 会期決定の件を議題といたします。  
 お諮りいたします。  
 本 定例 会の 会期は 、 本日 １日 間とい た した いと 思いま す が、 これ に御

異議ありませんか。  
 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ）  
 

○議長（高田重信 君）  
 御異議なしと認めます。  
 よって、会期は、本日１日間と決定いたしました。  
 
 

◇    ◇    ◇  
提  案  理  由  の  説  明 

 
○議長（高田重信 君）  
 次 に、 日程 第４ 議 案第 １号 から議 案 第４ 号ま で、及 び 報告 第１ 号、

以上５件を一括議題といたします。  
 理事長から提案理由の説明を求めます。  
 藤井理事長。  
 

（理事長 藤井裕久 君 登壇）  
 
○理事長（藤井裕久 君）  
 令 和８ 年２ 月富山 地 区広 域圏 事務組 合 議会 定例 会の開 会 にあ たり 、提

出しました案件の概要について申し上げます。  
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は じ めに 、我 が 国の 景 気の 先行 き につ い ては 、雇 用 ・所 得 環境 の改善

や 各 種政 策の 効果に よ り緩 やか な回復 を 支え るこ とが期 待 され てお りま

す 。 しか しな がら、 今 後の 物価 動向や 米 国の 通商 政策を め ぐる 動向 など

の 景 気を 下押 しする リ スク に留 意する 必 要が あり ます。 ま た、 金融 資本

市 場 の変 動等 の影響 に 引き 続き 注意す る 必要 があ るなど 、 地方 公共 団体

を取り巻く環境は、依然として厳しいものとなっております。  
また、地球温暖化の進行や気候変動がもたらす異常気象をはじめ、様々

な 環 境問 題に 直面し 、 持続 可能 な社会 へ の変 革が 一層求 め られ るな か、

一 般 廃棄 物行 政にお け る地 方自 治体の 責 務と 役割 も、ま す ます 大き なも

のとなっております。  
こ の こ と か ら 、 当 組 合 で は 、 厳 し い 財 政 状 況 を 踏 ま え て 、 さ ら な る  

事 務 事業 の見 直しを 進 める とと もに、 構 成市 町村 と連携 を 図り なが ら、

廃 棄 物の 減量 化・再 資 源化 に取 り組み 、 環境 行政 を推進 し てま いる 所存

で あ りま すの で、議 員 各位 の一 層のご 指 導、 ご協 力を賜 り ます よう お願

い申し上げます。  
次に、クリーンセンターについて申し上げます。  
可 燃 ごみ の焼 却 処理 に つい ては 、 ダイ オ キシ ンな ど の環 境 汚染 物質の

発生を抑制し、安全面と衛生面に万全を期した施設運営を行うとともに、

焼却熱を利用した発電等により、経費の節減にも努めてまいります。  
ま た 、一 般廃 棄 物処 理 施設 整備 基 金を 活 用し 、設 備 更新 計 画に 基づき

経 年 劣化 した 設備の 更 新を 実施 するこ と とし てお り、令 和 ８年 度は 蒸気

タ ー ビン 装置 をはじ め 各種 設備 の整備 を 行い 、安 定的、 継 続的 な施 設の

運転管理に努めてまいりたいと考えております。  
次に、リサイクルセンターについて申し上げます。  
「 プ ラス チッ ク に係 る 資源 循環 の 促進 等 に関 する 法 律」 に 基づ き、国

の 認 定を 受け 、令和 ８ 年４ 月か ら全て の 構成 市町 村にお い てプ ラス チッ

ク の 一括 回収 を実施 す るこ とと なって お り、 組合 としま し ても 、プ ラス

チック資源の再商品化を着実に進めてまいります。  
ま た 、リ サイ ク ルプ ラ ザに おい て は、 不 用と なっ た 自転 車 や家 具など

の リ サイ クル を通じ て 、再 利用 の促進 を 図る とと もに、 廃 棄物 の抑 制に

努めてまいります。  
次に、衛生センターについて申し上げます。  

し 尿 ・浄 化槽 汚泥の 搬 入量 につ いては 、 下水 道普 及率の 向 上や 人口 減少

などの要因があるものの、近年は横ばいの傾向となっております。  
衛生センターの施設整備については、し尿処理棟の老朽化が著しいため、

平 成 ２ ５ 年 度 に 竣 工 し た 汚 泥 処 理 棟 に 機 能 を 集 約 す る た め 、 長 寿 命 化  
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総 合 計画 に基 づき、 令 和７ 年度 から３ 年 をか けて 、基幹 的 施設 整備 事業

を実施してまいります。  
次に、エコロセンターについて申し上げます。  
構 成 市町 村で 捕 獲さ れ たイ ノシ シ など の 有害 鳥獣 の 焼却 処 分に ついて

は 、 引き 続き 、安全 か つ計 画的 に焼却 施 設の 運転 管理を 行 って まい りた

いと考えております。  
次に、常願寺ハイツスポーツ公園について申し上げます。  
当 施 設に つい て は、 毎 年、 多く の 住民 の 利用 があ り 、平 成 １８ 年度か

ら 導 入し た指 定管理 者 制度 が大 きな成 果 を上 げて いるも の と評 価し てお

り ま す。 今後 とも、 指 定管 理者 と連携 を 図り なが ら、地 域 住民 のス ポー

ツ振興と健康増進に努めてまいりたいと考えております。  
次に、提出しました案件について、その概要を申し上げます。  
ま ず 、令 和８ 年 度一 般 会計 であ り ます が 、予 算規 模 につ い ては 、クリ

ー ン セン ター 浸水対 策 事業 及び 衛生セ ン ター 基幹 的設備 整 備事 業に 伴う

経 費 を計 上し たこと な どか ら、 前年度 と 比べ 大幅 な増額 と なり 、対 前年

度 当 初予 算比 ３０． ２ ％増 の５ ５億３ ， ６８ ２万 余円を 計 上し てお りま

す。  
事 業 費が 増額 と なる 一 方、 歳入 予 算で は 、ク リー ン セン タ ーへ の可燃

ご み の民 間持 込み量 の 減少 が見 込まれ る こと や、 能登半 島 地震 に関 連し

た 災 害廃 棄物 の受入 が 終了 する ことな ど から 、減 収が見 込 まれ てお りま

す。  
ま た 、歳 出予 算 では 、 設備 更新 計 画に 沿 って 基金 を 繰入 れ て行 う施設

整 備 費が 増額 となる と とも に、 焼却灰 や 有害 ガス の処理 に 必要 な薬 品や

整 備 用 消 耗 品 の 価 格 が 高 騰 し て い る ほ か 、 修 繕 料 の 増 加 な ど に よ り 、  

施設の維持管理に必要な経費は増加傾向が続いております。  
歳出予算の内訳としましては、組合費では、議会費として１４１万円、

事 務 局費 とし て５， ６ ７５ 万余 円、第 ２ 次救 急医 療対策 事 業を 実施 する

圏 域 内５ 病院 に対し 補 助を 行う 衛生費 と して ３， ５２０ 万 余円 、常 願寺

ハ イ ツス ポー ツ公園 の 維持 管理 費とし て ２， ８１ ５万円 を 計上 して おり

ます。  
清 掃 事業 等に 係 る衛 生 費で は、 ご み処 理 事業 費に つ いて は 、ク リーン

セ ン ター の設 備更新 に 要す る経 費や管 理 ・運 営に 要する 経 費な ど、 ３５

億２，２９２万余円を計上しております。  
リ サ イク ル事 業 費に つ いて は、 リ サイ ク ルセ ンタ ー の設 備 更新 に要す

る経費のほか、施設の維持管理やリサイクル活動推進費、容器包装廃棄  
物及びプラスチック資源の中間処理に要する経費など、７億５，５６２  
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万余円を計上しております。  
し 尿 処 理 事 業 費 に つ い て は 、 衛 生 セ ン タ ー の 施 設 維 持 管 理 に 要 す る 

経費など、２億８，２２２万余円を計上しております。  
施 設 建設 事業 費 につ い ては 、衛 生 セン タ ーの 基幹 的 設備 整 備事 業とし

て 「 し尿 処理 施設」 の 改修 及び 増設に 要 する 経費 など、 ６ 億５ ，４ ０６

万余円を計上しております。  
有 害 鳥獣 処理 事 業費 に つい ては 、 有害 鳥 獣焼 却施 設 の管 理 ・運 営に要

する経費など、６，６３６万余円を計上しております。  
公 債 費 に つ い て は 、施 設 整 備 に 係 る 組 合 債 の 元 利 償 還 金 １ 億 ２ ，９ ０ ９

万余円及び予備費については、５００万円を計上しております。  
次に、令和７年度一般会計の補正予算の概要について申し上げます。  

令 和 ７ 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ き ま し て は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ７ 億 

３ ， ７５ ０万 余円を 追 加し 、歳 入歳出 予 算の 総額 を４９ 億 ９， ０２ ４万

余円としております。  
歳 出 予算 につ き まし て は、 まず 、 組合 費 にお いて 、 地方 財 政法 の規定

に 基 づき 令和 ６年度 の 決算 剰余 金の一 部 を財 政調 整基金 へ 積み 立て るも

のなど、３億３，３３１万円の増額補正を行うものです。  
ま た 、衛 生費 で は、 リ サイ クル 事 業費 に おい て、 缶 プレ ス 品な どのリ

サ イ クル 品売 払収入 な どが 当初 見込み を 上回 った ことか ら 、構 成市 町村

へ 支 払う リサ イクル 報 償金 など の経費 に つい て８ ，４９ ９ 万余 円の 増額

補正を行うものであります。  
さ ら に 、 施 設 建 設 事 業 費 で は 、 令 和 ６ 年 度 の 決 算 剰 余 金 の 一 部 と 、  

今 年 度の 歳入 におい て 当初 見込 みを上 回 った 余剰 電力売 払 収入 の一 部を

一 般 廃棄 物処 理施設 整 備基 金に 積み立 て るも のと して、 ３ 億１ ，９ ２０

万円の増額補正を行うものであります。  
こ の ほか 、常 願 寺ハ イ ツス ポー ツ 公園 管 理運 営費 で は、 今 後５ 年間の

運営費の上限額を定める債務負担行為の設定を行うものであります。  
次に、予算以外の案件について申し上げます。  
そ の 他案 件に つ いて は 、富 山地 区 広域 圏 事務 組合 常 願寺 ハ イツ スポー

ツ公園の指定管理者の指定の件など３件であります。  
以 上 が、 今回 提 出し ま した 案件 の 概要 で あり ます 。 ご審 議 のう え、議

決を賜りますようお願い申し上げます。  
 
 
 
 
 
 

－  ８  －  



◇    ◇    ◇  
議 案 の 質 疑 ・ 討 論 ・ 採 決 

 
○議長（高田重信 君）  

こ れ より 、議 案 第１ 号 から 議案 第 ４号 ま で、 及び 報 告第 １ 号、 以上５

件を一括して、質疑に入ります。  
 

 質疑はありませんか。  
 
○議長（高田重信 君）  
 質疑なしと認めます。  
 以上で、質疑は終結しました。  
 
○議長（高田重信 君）  
 こ れよ り、 議案第 １ 号か ら議 案第４ 号 まで 、及 び報告 第 １号 、以 上５

件を一括して、討論に入ります。  
 討論はありませんか。  

 
○議長（高田重信 君）  
 討論なしと認めます。  
 以上で、討論は終結しました。  
 
○議長（高田重信 君）  
 こ れよ り、 議案第 １ 号 令和 ８年度 富 山地 区広 域圏事 務 組合 一般 会計

予 算 、議 案第 ２号 令 和７ 年度 富山地 区 広域 圏事 務組合 一 般会 計補 正予

算（第１号）、議案第３号 富山地区広域圏事務組合常願寺ハイツスポー

ツ 公 園の 指定 管理者 の 指定 の件 、議案 第 ４号  富 山地区 広 域圏 事務 組合

監 査 委員 の選 任に関 し 同意 を求 める件 、 及び 報告  第１ 号  専 決処 分に

ついて承認を求める件、以上５件を一括して、採決いたします。  
 各案件は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。  
 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ）  
 
○議長（高田重信 君）  
 ご異議なしと認めます。  
 よって、各案件は、原案のとおり可決、同意、承認されました。  
 
 

－  ９  －  



以上で、本定例会に付議されました案件は、すべて終了いたしました。  
 藤井理事長挨拶。  
 
 

◇    ◇    ◇  
理  事  長  挨  拶 

 
○理事長（藤井裕久 君） 

 議 員各 位に は、市 町 村議 会開 会前の た いへ んお 忙しい 中 、富 山地 区広

域 圏 事務 組合 ２月定 例 会に ご出 席いた だ き、 誠に ありが と うご ざい まし

た。 

 また、ただいま提出いたしました案件につきまして、議決をいただき、

厚くお礼を申し上げます。 

 暦 の上 では 、もう す でに 春と いうこ と でご ざい ますが 、 まだ まだ 寒い

日 が 続い てお ります 。 議員 各位 には、 健 康に 十分 ご留意 い ただ きま すと

と も に、 今後 とも、 当 広域 圏発 展のた め 、ご 尽力 賜りま す よう お願 い申

し上げまして、閉会のあいさつといたします。 

 本日は、ありがとうございました。  
 
 

◇    ◇    ◇  
閉          会 

 

○議長（高田重信 君）  
 令 和８ 年２ 月 富 山 地区 広域 圏事務 組 合議 会定 例会を 閉 会い たし ます。 

 
 
 
 
 

午後３時０３分 閉会  
 
 

 
 
 
 
 

－ １０ － 


